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［第 2 号議案］令和元年度計算書類及び公益目的支出計画実施報告書の承認並びに監査報告の件 

貸 借 対 照 表

令和 2 年 3 月 31 日現在 

一般社団法人成田法人会 （単位：円） 
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正味財産増減計算書

平成 31 年 4 月 1 日から令和 2 年 3 月 31 日まで 

一般社団法人成田法人会 （単位：円） 
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一般社団法人成田法人会 （単位：円） 
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正味財産増減計算書内訳表

平成 31 年 4 月 1 日から令和 2 年 3 月 31 日まで 

一般社団法人成田法人会 （単位：円） 
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一般社団法人成田法人会 （単位：円） 
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財務諸表に対する注記

1．重要な会計方針

平成 24 年度から「公益法人会計基準」（平成 20 年 4 月 11 日、平成 21 年 10 月 16 日改正 内
閣府公益認定等委員会）を採用している。 
（1）固定資産の減価償却の方法

建物については定額法で減価償却している。それ以外のものについては直接法による定率
法で減価償却をしている。

（2）引当金の計上基準

事務局職員の退職給付に備えるため、期末における要支給額を退職給付引当金として計上
している。

（3）消費税等の会計処理

消費税込額で表示している。

2．基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高 
基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高は、次のとおりである。  （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
基本財産 
定期預金 7,465,000 7,465,000 

小   計 7,465,000 0 0 7,465,000 
特定資産 
周年行事引当資産 
車両購入引当資産 
建物減価償却引当資産 
会館修繕積立資産 
退職給付引当資産 

4,000,000 
2,700,000 
3,600,000 
1,200,000 
4,780,000 

3,500,000 
0 

1,200,000 
400,000 
375,000 

4,000,000 
2,700,000 

3,500,000 
0 

4,800,000 
1,600,000 
5,155,000 

小   計 16,280,000 5,475,000 6,700,000 15,055,000 
合   計 23,745,000 5,475,000 6,700,000 22,520,000 

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円） 

科   目 当期末残高 (うち指定正味財
産からの充当額) 

(うち一般正味財
産からの充当額) 

(うち負債に 
対応する額) 

基本財産 
定期預金 7,465,000 (7,465,000) 

小   計 7,465,000 （ 0） (7,465,000) （ 0） 
特定資産 
周年行事引当資産 
車両購入引当資産 
建物減価償却引当資産 
会館修繕積立資産 
退職給付引当資産 

3,500,000 

4,800,000 
1,600,000 
5,155,000 

(3,500,000) 

(4,800,000) 
(1,600,000) 

(5,155,000) 
小   計 15,055,000 （ 0） (9,900,000) (5,155,000) 
合   計 22,520,000 （ 0） (17,365,000) (5,155,000) 
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4．引当金の明細 
引当金の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科   目 期首残高 当期増加額 
当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

退職給与引当金 4,780,000 375,000 0 0 5,155,000 

5．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 
科    目 取 得 価 額 減価償却累計額 当期末残高

土 地 23,787,597 ― 23,787,597 
建 物 60,216,588 4,315,519 55,901,069 
器 具 備 品 1,424,700 1,041,642 383,058 
車 両 運 搬 具 4,998,135 3,437,870 1,560,265 
電 話 加 入 権 156,790 ― 156,790 
リサイクル預託金 30,820 ― 30,820 
合    計 90,614,630 8,795,031 81,819,599 

6．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 
補助金等 
の名称 

交 付 者 
前期末 
残 高 

当 期 
増加額 

当 期 
減少額 

当期末 
残 高 

貸借対照表上 
の記載区分 

受取全法 
連助成金 

公益財団法人 
全国法人会総連合 

0 14,553,000 14,553,000 0 指定正味財産 

7．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 
内   容 金   額 

経常収益への振替額 
事業費計上による振替額 
受取全法連助成金振替額 14,553,000 
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財 産 目 録

令和 2 年 3 月 31 日現在 
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公益目的支出計画実施報告書

1．主務官庁への定期提出書類

事業内容や残余財産の帰属が法人の自治に委ねられている一般社団法人に、従来の公益法人
として税制上の優遇措置を受けて形成された財産を移行することによって、無制限に公益目的
以外に費消することは適当ではないと考えられています。そこで、従前の法人格を継続したまま
通常の一般社団法人に移行させた上で、移行時点の正味財産に相当する額を、移行後、計画的に
公益事業に支出させ、それを主務官庁へ定期的に報告することを義務化したものです。 
その義務期間は、移行認可時に申請した計算期間が認定されたものです。 

2．公益目的財産額 
移行認可時の前日である平成 25 年 3 月 31 日（2013 年 3 月 31 日）現在の正味財産期末残高

「133,311,359 円」が、残余財産で確定した「公益目的財産額」です。 

3．当年度の概要 
当年度の計画公益事業への支出状況は、正味財産増減計算書内訳表の会計区分・実施事業等会

計の経常収益計、経常費用計及び当期経常増減額を参照して下さい。 

公益目的収支差額（当年度計分） 正味財産増減計算書内訳表 

実施事業収入の額 23,436,932 円 経常収益計 

公益目的支出の額 40,985,279 円 経常費用計 

公益目的収支差額 17,548,347 円 当期経常増減額 

4．完了予定事業年度 
残余財産額確定日現在の公益目的財産額を毎年計画された公益目的収支差額で除した期限が

計画上の完了見込日「令和 3 年 3 月 31 日（2021 年 3 月 31 日）」の「8 年間」です。 

＊令和 2 年 4 月 23 日（木）第１回理事会・第２号議案にて完了予定事業年度を一年延長【書面表決】 

公益目的財産残高（累計年度計分） ご参考事項 

当初公益目的財産額 133,311,359 円 上記 2． 

公益目的支出差額累計 113,255,701 円 平成 25 年度以降累計金額 

公益目的財産残高 20,055,658 円 令和 3 年 3 月「0 円」完了 
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監 査 報 告 書

平成 31 年 4 月 1 日から令和 2 年 3 月 31 日迄の事業年度の事業報告、計算書類、これ
らの附属明細書、公益目的支出計画実施報告書その他理事の職務執行の監査について、
次のとおり報告いたします。 

1．監査の方法及びその内容

監事間の協議により、監査方針を定めた上で、事業分野及び会計分野を中心にそ
れぞれ調査を行い、監査を実施いたしました。 
具体的には、理事会その他の重要会議に出席し、会計帳簿、会計書類、重要な決裁

文書及び報告書等を閲覧し、職務の執行状況について定期的報告を受け、又随時説
明を求めました。 

2．監査結果 
（1）事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認め

ます。 
（2）理事の職務の執行に関する不正の行為、又は法令若しくは定款に違反する重要

な事実は認められません。 
（3）計算書類及び附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべ

ての重要な点において適正に示しているものと認めます。 
（4）公益目的支出計画実施報告書は、法令及び定款に従い法人の公益目的支出計画

の実施状況を正しく示しているものと認めます。 

令和 2 年 4 月 15 日 

一般社団法人 成田法人会 


